
































1894年12月26日 滋賀県大津市膳所に生まれる。  
1912年 滋賀県立中学校中退。朝鮮に渡る。  
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山形県立米沢女子短期大学紀要 第45号  
1913年 朝鮮総督府鉄道局に雇員として入局。久保要蔵局長付の側近として文書課図書室  
に配属。  
1917年 満鉄京城図書館開館。  
1919年 内地に渡る。和田万苦  
京市立日比谷図書館）  
1922年 満鉄京城図書館主事  




















1951年4月 東京都立日比谷図書館奉仕課長に就任。次いで整理課長。  
1955年2月17日 心膜炎のため死去。享年60。   
林の存在は今日必ずしも図書館界において知られてはいない。本稿では林が1925年に著  
した『図書の整理と利用法』の中に見られる林の選書論を取り上げて検討を行う。同書の内  
容は次のようになっている。   
一 図書係から観た図書の種類   
二 図書の選択法  
一 図書選択の態度と標準  
＿、 一一  選択者の態度と選択範囲  
二、一二 良書の形式的条件  
一  二、三 良書の内容的条件  
二、二 選択の実際的方法  
二、二一 図書目録、図書関係雑誌に依る方法  
二、二二 図書学、書目、解題に依る方  
二、二三 新聞広告、新刊案内、切抜通信に依る法  
二、二四 親しく現品に接する法  
三 図書購入法  
四 図書保管法（受入及除籍）  
五 分類、目録、配列法  
六 図書閲覧法  
七 児童図書館   
七、二 児童図書の選択法  
七、二一 形式条件  
七、二二 内容的条件  
七、二三 実際的選択法と読み物調査会の必要  
七、二四 各種児童読み物目録と参考書目  
七、二五 満鉄教育会児童雑誌の研究  
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新藤：昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について   
八 製本   
九 館則及分類表   
選書論は一章を割いて詳述されており、また児童図書館の章でも児童図書の選書論を展開  
している。   
さて、林が本書を著した動機はどのようなものであったのか。「本著作の梗概」で自身は  
次のように書いている（下線筆者）。  
主として学校、官庁、諸会社、其他図書館等の公務にたづさはる人の中で、直接図書の   
取扱を業務とする方々の為に、私が過去セケ年間満鉄京城図書館の創設時代よりその業   
務に当り、同時に満鉄京城鉄道局各方面に業務的参考資料として備付ける図書の用途並   
に保管事務より得たる経験とを根底とし、理論や原則は出来る丈之を抜き、専ら実務、   
実際方面の中でも、なるべく平凡な細い諸点に立脚し、「如何に図書を取扱ふべき乎」に   
ついて、一冊の書物がまづ吾人の手元に這入ってから、やがて各方面の閲覧に供せらるゝ   
迄に要する準備的整理事務、次いでこれを各種の閲覧方法の許に利用、運用せらるゝ閲   
覧事務法より、閲覧されたる図書の消毒法及閲覧に依って生じたる破損書に対する製本   
方法より、終ひには全然使用効力を無くした、不用書又は不備書に対する除籍事務法に   















公安、秩序を破り、良俗を察す類のものは、当然内務省でその刊行を許さないわけで   
はあるが、この間巧みに当局の目をくゞって吾人の面前に現はれるものがすくなくない。   
聞くところに依れば内務省等では之を行政的立場より検校するといひ、一方文部省は教   
育的立場より更にこの中より選り好みをするといふ各々立脚点を異にして取締方法や選   
択法を講ずるとすれば、両省間には多少の開きを生ずることは蓋し免れないことでもあ   
らふが、出来る丈この間の開きを少くし、内務省の取締法に一層教育的、社会教育的分   
子を加味し、文部省としては良書の調査研究機関に一層の努力を払ひ積極的に良書選択   
の目標を世に示すことは、消極的な取締法よりもより効果が多いだろふと思ふ。（p．15－  
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的に捉えていたことがわかる。   
林は「選択者の態度と範囲」として、選択者はどのような基準で図書を選択するべきであ  



























しており、価値論の論者であったことは明白である。   
2の解説では、ごく少数の利用者のみが関心を示す図書ばかりを受け入れてはならないと  
し、3では複本はやむを得ぬ程度の数に抑えるべきであるとしている。   
次に林が考える「良書」の「内容的条件」をみてみたい。次の8項目である。  
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8．健康と体力増進に必要なもの。   
この中で特に1について林は次のように自ら解説を施している。  
公安を害し、秩序を乱すものは事実上世に刊行が許されない筈ではあるが、巧みに当局   
の取締の目を逃れて出現したものも少くない。かゝるものには、極端な悪思想を唱導し   
思慮の固らぬ青年を誤るもの、露骨に犯罪行為を摘発し、反って犯罪の動機を与ふるも  
（ママ）  の、露骨に生殖の暗黒面を描いて性慾を桃発したり、其他不倫な男女関係や変態性格者 （ 













1897年5月10日 東京市大森区池上本町（現・東京都大田区）で出生。  
1922年 東京帝国大学教育学科選科修了。  
1922年 南満洲鉄道株式会社奉天図書館司書  
1923年 南満洲鉄道株式会社撫順図書館長  
1926年 日本青年館書記第三部図書館裸勤務  
1929年 県立長野図書館上席司書  
1931年 県立長野図書館長心得  
1932年 県立長野図書館長  
1949年 県立長野図書館長依願退職  
1977年6月26日 死去。享年80。   
乙部は図書館人として南満洲鉄道が経営した奉天図書館司書、撫順図書館長を務めた後、  
日本に帰乱県立長野図書館の創設に関与する。当時日本十進分類法は完成していなかった  
一31－   




































第一章 図書館の意義  
第二章 図書館発展の要処  
第三章 図書館後援会と図書館協会  
第四章 図書館を設置せんとする人に  
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新藤：昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について  
第玉章 図書館建築と備品  
第六章 開館日の設定  
第七章 町村図書館の蔵書とその利用客  
第八草 図書の選定  
第四九節 選書の困難  
第五○節 個人の選書  
第五一節 図書館の選書  
第五二節 選書の経験  
第五三節 選書の注意と参考書  
第五四節 読者の希望図書  
第五五節 基本図書は如何に取扱ふか  
第五六節 不読の図書の撤去  
第五七節 叢書・全集  
第五八節 重複書  
第五九節 図書費の配当  
第六○節 図書選定委員会  
第九章 図書の整理法  
第十章 図書原簿  
第十一章 蔵書印の諸注意  
第十二章 図書の分類  
第十三章 図書目録  
第十四章 図書の排列と図書整理に費す時間  
第十五章 簡易製本術  
第十六章 図書の閲覧法  
第十七章 児童室の経営   
第一ニセ節 児童図書の選択  
第十八章 学校図書館の経営   
第一三四節 図書の選択と読書指導  
第十九章 統計と館勢一覧表   
第二十章 図書館の附帯施設   
第二十一章 尋常小学国語読本「図書館」課   
第8章に一章を割いて選書論が書かれている。また第17章には児童図書の選書方法、第  
18章では学校図書館における選書法と読書指導についても言及されている。次節において  
具体的に乙部の選書論を検討していきたい。   
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2．3 毛利宮彦『図香館学綜説一図書の整理と運用の研究－』（同学社、1949）  
2．3．1内容紹介と著者について  
毛利官彦は大正・昭和戦前期に活躍した図書館学者である。図書館界でも知名度の高い人  
物ではないので、その生涯を概観してみたい（1D）。   
毛利は1887年8月25日に愛知県士族の子として生まれる。愛知県立第一中学校では後の  
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た『図書の整理と運用の研究』を改訂した『図書館学綜説一図書の整理と運用の研究－』（以  
下『綜説』と略記する）を出版。翌1950年には早稲田大学教育学部講師図書館学担当に着任。  
















データ 統計も研究史も、すべては過去の情報であり、今日明日の研究に指針とならない（12）」と否定  










により毛利の知名度は若干向上する。   
次に『綜説』の内容を紹介する。以下目次を示す。  
第1章 序論  
第2章 図書館総論  
第3章 図書整理論  
策1節 図書の選択  
第4章 図書運用論   




第3節 巡回文庫と家庭文庫  
－36－   
新藤：昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について  
（中略）  
図書の選択   
（中略）  
図書館各論  
第5章 学校図書館の整備   




図書選択の資料   
（中略）  
（ママ） 第6章 児童・都市・地方公共園書館   





第3節 地方公共図書館の経営  
（中略）   






次節では毛利の選書論を検討する。   
2・3・2『図書館学綜説一図書の整理と運用の研究－』の選書論   
『図書館学綜説』は図書館学の概説書として執筆されており、図書館実務の概説書ではな  
いという点に大きな特色がある。随って一般の図書館実務の手引き書等よりは専門用語が頻  
出しており、学術的な内容のものとなっている。   
毛利の選書論を以下引用する。  







真の面目は、決して唯一単純なものではなく  概括的にいえば学術的実際的及び娯楽的  
の、少くもこの三つの重大な立場にあって、  知識の指導と、実用の利便と趣味品性の向   
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2．4 今沢慈海『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』（風間書房、1949）  









っての再版であった。   
それでは目次を示したい。  
序  
第一章 総論  
第二章 図書館の創立  
第三章 図書館の経費  
第四章 図書館の建築  
第五章 図書館備品或は器具  
第六章 図書館の職員  
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新藤：昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について  
第七草 図書の選択  
第一節 図書選択上の一般的注意  
第二節 図書館に於て小説の閲覧率の高き所以  
第三節 図書の選択者  
第四節 購入準備のため選択図書目録の重複調査  
第五節 図書選択上の参考書  
第八章 図書の註文及受入  
第九章 図書目録  













児童図書館   
児童用良書及其選択  
第十七章 図書館と学校との連絡  
第十八章 読書趣味の滴養  
第十九章 町村図書館  
第二十章 統計及報告  
第二十一章 図書館衛生   
目次からもわかるように、当時の図書館学の範囲を満遍なく網羅しており、概説書として  
もまた図書館実務の手引き書としても活用できるものである。本文656pという厚さ以上の  
内容の書物である。   
選書論にかぎれば第7章を費やしてふれており、内容も明治・大正期のものに比べれば体  
系的に選書が述べられていることがわかる。次節では今沢の選書論を検討していきたい。   
2．4．2 『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』の選書論  







6・新設図書館に在りては、基本図書の選択に細心の注意を払ふべきこと、及当年刊行   
の図書の為に基本図書を閑却せず、常に基本図書の為に図書費の一部を割くべきこと  
7．現実の利用なくとも、古今に捗りて永久的価値ある図書を備附くること  
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11．医書法律等の如き専門図書は一般的のものを採ること   
12．巳むを得ざる場合の外、五号活字以下の出版物、又は極めて小形の縮刷本を避くべ  
きこと   
13．価格の低廉のみを主眼とすべからざること   
14．普通並に高等程度の学校附属図書館に於ては、共学校が如何なる種類のものなるを  
間はず、先づ人を造るの方針に基き、専門書以外広く修養（広義）に関する図書を備  
附くべきこと   
15．郷土関係誌料を蒐集すべきこと   










































1888年2月13日 千葉県東葛飾郡国府台村（現・市川市）に、陸軍軍人竹林卓爾の三男と  
して生まれる。  
1900年  東京の私立明治義会中学校入学。  
1905年  同校卒業。  
1907年4月  同志社専門学校文学科入学。  
1910年3月  同校卒業。  
1910年9月  京都帝国大学文科大学史学科専科（西洋史専攻）入学。  
1910年10月  京都YMCA英語学校講師。  
1913年6月  京都YMCA英語学校講師辞職。  
1913年7月  京都帝国大学文科大学史学科専科（西洋史専攻）修了。  
1913年9月  ハワイに渡航、日系紙『日布時事』記者。『布畦家庭雑誌』編集主幹。  
『大阪毎日新聞』特設通信員。  
1915年7月  帰国。  
1915年9月  京都帝国大学文科大学史学科専科（最近世史専攻）入学。京大在学中  
（1910～1913・1915～1916）、内田銀蔵（国史学）に師事。  
1916年6月  京都予備学校講師。  
1916年9月  京都帝国大学附属図書館嘱託。新村出（言語学）に師事。  
1916年9月  京都帝国大学文科大学史学科専科（最近世史専攻）修了。  
1917年3月  京都帝国大学文科大学教授内田銀蔵の私設助手になる。  
1919年8月  内田銀蔵死去。享年48。  
1919年9月  同志社大学予科教授。その後、同大学学監、同志社女子専門学校講師、  
同志社中学校講師を兼任。  
1925年3月  京都帝国大学付属図書館嘱託、同志社大学予科教授辞職。  
1925年6月  九州帝国大学附属図書館司書官着任。  
1935～1937年 「明治時代に於ける図書館の歴史的研究」で帝国学士院から研究助成金  
を受ける。  
1939年10月  京都帝国大学附属図書館司書官署任。図書館長本庄栄治郎（日本経済史）  
と確執があったという。  
1942年7月  図書館長本庄栄治郎辞職。大阪商科大学学長（現・大阪市立大学）着任。  
1942年8月  京都帝国大学附属図書館司書官辞職。後に関西学院大学図書館司書。関  
西学院中等部講師を兼任。  
1946年11月  日本図書館研究会の創立に参加。  
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1960年10月28日 舌癌で死去。享年73。   
竹林の専門は、図書館学と西洋史学である。図書館学では主に図書館史を専攻した。速筆  







年には『新稿 図書の選択』を出版。1967年には『図書の選択』（日本図書館協会）を編集し  
ている。学校図書館に特化した選書論の専門書は、1953年に「学校図書館学叢書」第4集  
として発刊された図書館教育研究会編『学校図書館資料の選択』（学芸図書）がもっとも早  








序説 図書選択の予備的条件   
Ⅰ 図書選択の基本的要件  
Ⅱ 図書選択の要素  
Ⅲ 図書選択の組織  
Ⅳ 図書選択の中心問題  
Ⅴ 図書館の種類と図書の選択  
Ⅵ 図書の評価による図書の選択  
Ⅶ 伝記書を選択するときの知識  
Ⅶ 図書の淘汰と蔵書の更改  
Ⅸ 図書選択者の資格・能力・特性   
次節では内容に入っていきたい。  
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新藤：昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について  
を知り、   
（2）その主題に関して、どんな種類の書物が出版されているかということに通ずると  
ともに、   








その書物が読まれ、利用され、有用であることによって確認される。（p．43）   
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一般図書よりも細心の考慮を払って選択しなければならない存在であるとしている。   
林は「形式的条件」と「内容的条件」に分けて選書論を展開しているが、本稿では後者を  
中心に見ていく。林が具体的に挙げている内容的条件とは次の三点である。   
1．為になるもの   
2．面白いものや興味的なもの   








道徳、非教訓、悪戯的なものや、内容の複雑なものは即ちよくないものだとも云はれる。   
（p．362－363）  
「恋愛」も児童図書には禁物なのである。今日では初恋ものなどは児童図書の定番である  
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新藤：昭和初期刊行の図書館学専門書にみられる選書論について  
3．2 乙部泉三郎『図書館の実際的経営』（東洋図書、1939）  
乙部の児童図書の選書論を検討する。  
児童書は徒に児童の心を刺戟する様なものを避けねばならぬ。児童が好むからと云って  
漫画などを集むべきものではない。  漫画の様なものばかり見てゐる子供は普通のものを  





い。一般書の選書とは対称的である。   
3・3 毛利宮彦『図書館学綜説一図書の整理と運用の研究－』（同学社、1949）  
学校図書館の選書について毛利は次のように書いている。  
学校図書館としては、その本質上からはあくまでも、教育的見地から検討されねばなら   
ないのである。それにはまず、教科書その他諸教材、および学習指導法との関連を、最   




べきであるとは毛利はまったく書いていない。   
3・4 今沢慈海『改訂増補版 図書館経営の理論及実際』（風間書房、1949）  
今沢は「児童が如何なる図書を好愛するかの事実と、其心理的根拠」（p．527－528）とを  
知った上で、児童図書の良書の条件を以下のように挙げている。  
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け入れた方が良いと竹林は述べているのであろうか。以下その概略を纏めてみる。   
（1）学校のカリキュラムに直接関係のある図書、参考用の図書をまず選択すべきであ  
る。   
（2）教師の指導による学習に関係ある図書だけでなく、児童・生徒の予習・復習・ク  
ラブ活動・学校行事に関係する資料を供給しなければならない。   
（3）児童・生徒の観察力を養い、また観察の習慣を養う図書を選ばなければならない。   
（4）世界的文学と呼ばれているものも備えなければならない。   
（5）歴史書については学校で教える科目の全時期にわたって網羅すべきである。   
（6）あらゆる方面にわたる伝記書は豊富に供給されねばならない。  
（7）農工商業、その他職業に関係する図書。   
（8）児童・生徒の才能と技術を助長する図書。音楽・美術・体育・スポーツ関係図書。   
（9）内容が正確かつ健全で、文章の調子の高いもの、力がこもったもの、読みやすく、  
そして語彙の豊かなもの。  


















は要求論を全面に主張しており、正に百花繚乱である。   
昭和初期、図書館は「良書」を市民に押しつけていたというイメージが一般にあるが、図  
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